説教要旨「もし、信じるなら」
聖書：ヨハネ１１章３８－４４
11:38 イエスは、再び心に憤りを覚えて、墓に来られた。墓は洞穴で、石でふさがれていた。

11:39 イエスが、「その石を取りのけなさい」と言われると、死んだラザロの姉妹マルタが、「主よ、四日もたっていますから、もうにおいます」と言った。

11:40 イエスは、「もし信じるなら、神の栄光が見られると、言っておいたではないか」と言われた。

11:41 人々が石を取りのけると、イエスは天を仰いで言われた。「父よ、わたしの願いを聞き入れてくださって感謝します。

11:42 わたしの願いをいつも聞いてくださることを、わたしは知っています。しかし、わたしがこう言うのは、周りにいる群衆のためです。あなたがわたしをお遣わしになったことを、彼らに信じさせるためです。」

11:43 こう言ってから、「ラザロ、出て来なさい」と大声で叫ばれた。

11:44 すると、死んでいた人が、手と足を布で巻かれたまま出て来た。顔は覆いで包まれていた。イエスは人々に、「ほどいてやって、行かせなさい」と言われた。　
３８節に、「イエスは再び憤りをおぼえた」と記されています。３３節にも同じ言葉が出ていますが、憤りは、ラザロの兄弟マリヤを含めて、イエスのみ力を信じられない人々の不信仰に対する怒りと、死が人間にもたらす大きな悲惨に対する怒り、そして、その死をもたらす罪そのものに対する怒りともとれます。
　イエス・キリストはそのような思いを持ってラザロが葬られている墓にやってこられます。当時、ユダヤ人社会ではいろいろな形式の墓があったそうですが、この墓は、横穴を掘り、その奥に遺体を置く形のもので、墓は大きな石で封印されているものでした。イエス・キリストもゴルゴタの丘で十字架につけられたあと、葬られたアリマタヤのヨセフ所有の墓もこの形式でありました。この形式の墓はおおよそ上流階級の人々が用いるものであったそうです。だから、マルタ・マリヤ・ラザロの兄弟はこの村の有力者の一族であったと想像されます。
　イエス・キリストがなされたことがこの後ずっと記されていますが、私の主観かもしれませんけれども、とてもリアルに感じます。実際、この場に居合わせて目撃したような感じを受けます。特に、終わりのところで、ラザロが姿を現わしますが、そのとき、身体じゅうに布がぐるぐる巻きに巻かれたまま出てきたとあります。足も布でかたく縛られているわけですから、動けるわけがありません。それが出てきたというのですから、伝聞ではなく、目撃したものでしか書けない文章ということにならないでしょうか。
　イエス・キリストは墓の前にある大きな石を取り除けなさいと命じられます。マリヤについてきた大勢のユダヤ人たちの行為を指していることは明らかです。姉妹マルタとありますが、もうひとりの姉妹、マリヤがそこに居合わせたから、マルタのことを「姉妹、ここでは姉」といったと思われます。マルタは墓に葬られて４日目が過ぎている、死臭がするといいますがそれはラザロが間違いなく死んでいることを証言するものです。ユダヤ人は死んで４日たってそのままであれば確実にその人は死んでいると確認されることになっていました。
キリストは「もし信じるなら神の栄光が見られる」といっておいたではないかと語られます。細かなことですが、キリストがマルタにこのようにいわれたところはありません。そういえばこのようにキリストが語られたはずなのですが、その部分が欠けている記述が他にもあります。２８節で、マルタはマリヤに「主があなたをお呼びです」といったとありますが、そう言われたはずの部分が欠けています。さらに、キリストは４１節に記されている祈りのなかで、願いを聞き入れてくださったことを感謝します、とありますが、キリストが先に祈られた言葉が記されていません。
このようにヨハネはキリストが先に語れたはずの言葉を記していませんが、何故だろうかと思います。故意に省略したとも考えられますが、おそらくヨハネはラザロの復活という大きな出来事に集中するために、あえて重複する文章を書かなかったのではないかと思います。
　イエス・キリストは、マルタに「神の栄光が見られる」といわれていますが、神の栄光というと光り輝くような現象を考えるのです。けれどもここでは死人のよみがえりという奇跡を指していることは明らかです。神の栄光とは、天上が明るく輝き、天体が揺れ動くような驚くべき現象ではなく、死者がよみがえるというそれ以上に大きな事件の生起を現わす表現であるといえると思います。
　キリストは天を仰がれます。これは当時のユダヤ人の普通の祈りの姿勢でした。今日、私たちが祈るとき、このような姿勢で祈ることが聖書的だというのではありません。姿勢よりも内容こそ聖書に学ばなければならない点です。キリストは、どんなことでも祈りが聞き入れられることを知っているといわれます。祈りとは、聞き入れられないこともある、聞き入れられるか否かはそのときどき変化するというような流動性はありません。キリストは必ず聞き入れられるとおっしゃいます。祈りは必ず聞き入れられます。そして、キリストの祈りは群衆のためでした。つまり、わたしたちのためにキリストはとりなしをしてくださっています。その祈りの内容は明らかにラザロの復活のためでした。キリストは死人がよみがえるように祈っていてくださり、その祈りは必ず聞かれます。

　イエス・キリストはこのようにいわれてから、「ラザロ、出てきなさい」と大声で語られます。するとラザロは墓の奥から出てきます。書かれてあることは全然詳細な記述ではありません。ただ、死人が墓の奥から自分で出てきたということだけです。それだけに、単純明快なことが記されていると読み取ることができます。ここでも、その目で見た目撃者がその事実を書き留めているように感じる文章が記されています。しかし、ここに記されていることが驚くべきことであり、信じがたいことです。私たちの常識、経験、特に現代の科学的知識からいってここに記されていることはありえないと思うような事柄です。
　確かにここに記されていること、死人ラザロの復活をすぐに単純に信じることができる人がいることを認めます。そのような人は幸いです。しかし、たいていの場合、信じられないと思わざるを得ないのではないでしょうか。どう考えてみても、ここで起きていることは即刻信じられる内容ではありません。
　信じられなくて当然です。ここで起きていることは自然の道理に反するようなことです。確かに死んだものが生き返っているのです。ありえないことです。

　ありえないがゆえに信じられないという気持ちは正直なものだと思います。それを無理に信じさせようとしてもそれはできません。実際、信じるということを説明することは難しいものです。信じる心は説明できません。まして、現実に信じるものとなることはなかなか難しい人間の行為だと思います。信じられないことを無理に信じさせようとするとそれができないで苦しむということも起きます。信じるか信じないかしかなければ、信じがたいほうを選ぶしかないと思う人はいつも信じない側に立つことになります。
しかし、信仰と不信仰しかないというのではなく、その中間的な立場もあると思います。信じがたいけれども、あるいは、あるかもしれないという可能性だけを受け入れる人もいます。信じがたいのだけれども信じたいという思いの人もあると思います。ラザロのよみがえりは受け入れられないかもしれないし、あるいは起こったかもしれないと可能性を認める人もいるでしょう。つまり、信仰と不信仰と二つにきちんと区切ってあれやこれやということは正しくないのではと思います。
信仰と不信仰の間にもいろいろの立場、考え方があると思います。ラザロのよみがえりの記事は単純には信じられないという人も、ここに記されている事柄を信じたいと思う人も多くおられるのではないかと思います。信じないという決断をしてしまえばそれ以上は前に進みませんが、留保しつつ、ここに記されていることもあながち否定できないかもしれない、と思い、ラザロの復活記事を読んで、ラザロに起きたことを信じて見たいと思う方もいると思います。それでいいのはないでしょうか。信じないという部分ではなく、信じられる可能性、つまり、信じたいという切なる思いにそのまま立ち続けることこそ肝心ではないのでしょうか。
　私たちは聖書に記されているすべてのことを即刻信じることができるわけではありません。まして確信できるのではありません。しかし、徐々にその信仰が深まっていきます。その度合いについては個人差があります。
　死者が復活するというとてつもない奇跡がここに記されているのですが、この奇跡を私たちはありえない、信じがたいと片付けて自分をすぐさま不信仰の側に置くようなことを避けるべきであると私は思います。直ちに信じがたいけれども、信じられるように願うことはとても重要なことだろうと思います。信仰はそのようにして不信から信仰へと進み行く長い過程であると思います。
　ラザロは死んでいたと表現されています（４４節）。死んでいたものがよみがえったのです。聖書はこのように死んでいたものがよみがえったということを目撃した人の証言の書でもあります。実はイエス・キリストの復活の証人たちの証言集といってもいいと思います。私たちはこのような証言集から心を動かされます。これこそが大きな神の栄光の表れといってもよいのではないでしょうか。

　「ラザロ。出てきなさい」。このようにキリストは大声でいわれた。つまり、叫ばれたのです。その声で死人がよみがえりました。イエスの言葉にはこのように大きな変化、とてつもない変化を引き起こす力があります。この言葉がもつ力を私たちは認識しなければなりません。
　イエス・キリストは死に対する勝利者です。しかし、ここではそのことだけ気が付けばいいのではありません。死をもたらしたのは罪です。罪は最初、人間の始祖アダムが取って食べてはならないという善悪を知る木からとって食べたことに始まります。神の戒めよりも自分の欲望を優先し、神にそむきます。この罪を人類は継承します。罪は死をもたらしました。キリストはその死の根本的原因である罪を消し去るために、ご自身をあがないとしてささげられました。ご自身の命を犠牲として十字架の上ですべて罪ののろいを引き受けられました。こうして、私たちの罪は許されます。このことを通して私たちは命にいたるものとされました。この側面を無視することはできません。キリストがラザロの復活を可能とされたのは、十字架の贖いの業があったからこそであるということを私たちはおぼえなければなりません。(この項おわり)
